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平
成
二
十
一
年
度
寒
川
町
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
、老
人
保
健
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
下
水
道
、
介
護
保
険
、（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
用
地
取
得
の
六
事
業
特
別
会
計
の
決
算
は
、
八
月
三
十
日
の
本
会

議
に
提
案
さ
れ
、
議
会
は
六
名
の
委
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
そ
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
は
、
九
月
十
四
日
、
十
五
日
、
十
六
日
、
二
十
一
日
、
二
十
二

日
の
五
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
下
水
道
、
介
護
保
険
の
四
事
業
特
別
会
計
を

賛
成
多
数
で
、ま
た
老
人
保
健
事
業
、（
仮
称
）
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

用
地
取
得
の
二
事
業
特
別
会
計
を
全
会
一
致
で
認
定
と
し
、
本
会
議
最
終

日
の
採
決
に
お
い
て
も
、
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

審査意見（決算特別委員会）

決算特別委員会
平成 21 年 度決算　全会計を認定

　平成 21 年度寒川町一般会計、国民健康保険事業、老人保健事業、後期高齢者医療事業、下水道事業、介護保険事業及び（仮称）健康福祉総合センター
用地取得事業の各特別会計を合わせた決算総額は、歳入で 247 億 5,243 万 5,615 円、歳出では 234 億 7,497 万 2,025 円となり、翌年度へ繰り越すべき財源
を控除した実質収支額は、10 億 4,835 万 90 円の黒字決算となっている。
　まず、一般会計の歳入において、歳入総額 152 億 4,079 万 5 千円の 56.7％を占める自主財源の町税は、軽自動車税では増額となっているものの、平成
20 年からの世界同時不況の影響による個人住民税及び法人町民税の減額や、土地・家屋の評価替えや償却資産の減による固定資産税の減額により、町
税全体では前年度比 9 億 7,074 万 9 千円の減となるなど、自主財源全体では、15 億 1,218 万 8 千円の減、率にして 12.1％の大幅な減となっている。
　一方依存財源では、自動車取得税交付金や地方譲与税の減などがあるものの、国庫支出金が、繰越明許費予算の定額給付金給付事業補助金などにより
増となり、依存財源全体では、11 億 6,941 万 2 千円の増となったが、歳入全体の収入済額は前年度と比較して 3 億 4,277 万 6 千円、率で 2.2％の減となっ
ている。
　収入未済額については 4 億 7,041 万 6 千円で、これまでの増加傾向に歯止めがかかっていない。今日の厳しい社会経済状況は理解できるが、負担の公
平という大原則を遵守するために、今後一層の工夫・努力と全庁上げての取り組みを期待するものである。
　歳出においては、144 億 1,698 万円で、前年度と比較し額で 1 億 5,609 万 9 千円、率で 1.1％の減となっている。主な事業は、国の事業で繰越明許費予
算の定額給付金給付事業と子育て応援特別手当給付事業やクリーンエネルギー自動車等導入事業、町事業では、健康福祉の充実として対象年齢の引き上
げをした小児医療費助成事業、妊婦健康診査の回数増をした母子健康診査事業、安全・安心な環境整備として住宅用太陽光発電導入促進事業をはじめ、
寒川・旭が丘各中学校の耐震補強工事及び改修事業、公園整備として田端スポーツ公園整備事業や田端街区公園整備事業、広域リサイクルセンター建設
のためのクリーンセンター解体事業、新たな産業集積の充実を図るとして、さがみ縦貫道路ＩＣ周辺を中心とした田端西地区まちづくり事業など、町民
の様々な要望に応えるべく、職員一丸となって取り組んだ姿勢は評価できるものである。
  次に、特別会計においては、一般会計からの繰り出しが大きくなってきている中で、特に国民健康保険事業の収納率は 75.7％で、前年度を 0.1％上回っ
ているが、保険料の収入未済額は、前年度と比較して 2,466 万円の大幅な増で 4 億 9,747 万 2 千円となっている。
　一般会計同様、収入未済額の徹底した縮減に向け、より一層効果的な対策をとられるよう強く要請するものである。
　また、先に報告された健全化判断比率及び公営企業の資金不足比率は、21 年度決算も各指標においてそれぞれ基準をクリアしており、財政健全性は
保たれている。総体的に見て、本決算は適正なものと判断される。
　今後の財政運営にあたっては、常に費用対効果を意識し、行政の簡素化と将来にわたる財政の健全性確保に向け、さらなる創意工夫と努力を期待する
ものである。
　なお、審査の過程で各委員から指摘された意見等については十分参酌し、今後の予算の編成、執行にあたられるよう要望し、審査意見とします。

決算特別委員会委員別賛否の状況（○＝賛成、×＝反対）

委　員　名

会　計　区　分

一般
会計

特別会計

国保 老人 後期
高齢 下水道 介護 用地

取得

◎委 員 長 早 乙 女　 昭
（民社クラブ） ― ― ― ― ― ― ―

○副委員長 柳 下 雅 子
（民主クラブ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　委　　員 小 沢 千 明
（新生クラブ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　〃 太 田 真 奈 美
（公明党） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　〃 村 田 桂 子
（日本共産党） × × ○ × × × ○

　〃 斎 藤 恒 雄
（湘風クラブ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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一般会計決算の内訳

歳出総額　144億1,698万円

歳入総額　152億4,080万円

町債
10億5,913万円（6.9%）

国庫支出金
16億5,299万円（10.9%）

県支出金
6億2,731万円（4.1%）

地方消費税交付金
5億38万円（3.3%）

繰越金
10億1,049万円（6.6%）

繰入金
5億6,263万円（3.7%）

諸収入
4億3,876万円（2.9%）

町税
86億4,127万円（56.7%）

土木費
26億6,573万円（18.5%）

民生費
34億427万円（23.6%）

総務費
25億8,748万円（18.0%）

教育費
18億7,401万円（13.0%）

衛生費
14億4,833万円（10.0%）

公債費
12億6.602万円（8.8%）

消防費 5億4,866万円（3.8%）
議会費 1億7,965万円（1.3%）
商工費 1億6,286万円（1.1%）
労働費 1億6,418万円（1.1%）
農林水産業費 1億1,579万円（0.8%）

歳入

歳出

財産収入 1億4,393万円（0.9%）
分担金及び負担金 1億3,134万円（0.9%）
地方特例交付金 1億1,896万円（0.8%）
地方譲与税 1億1,756万円（0.8%）
自動車取得税交付金 6,864万円（0.5%）
使用料及び手数料 6,770万円（0.4%）
地方交付税 3,792万円（0.2%）
利子割交付金 2,250万円（0.1%）
寄附金 1,375万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金 1,041万円（0.1%）
配当割交付金 1,012万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金 501万円（0.0%）

【町税の内訳】

町民税 33億6,616万円（22.1%）
固定資産税 44億  860万円（28.9%）
軽自動車税 5,812万円（ 0.4%）
町たばこ税 3億1,527万円（ 2.1%）
都市計画税 4億9,312万円（ 3.2%）
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Ｑ　

地
震
対
策
事
業
費

に
不
要
額
が
出
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。
南
関
東

地
震
が
起
き
た
場
合
、

避
難
者
は
八
千
二
百
人

と
想
定
し
、
備
蓄
し
て

い
る
が
、
目
標
備
蓄
数

が
少
な
い
と
考
え
る
。

町
民
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
目
標
設
定
を

高
く
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 

Ａ　

不
要
額
は
、
備
蓄
品
購
入

時
の
落
札
額
が
低
額
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
残
額
で
す
。
今
後

は
備
蓄
充
実
の
た
め
に
残
額
の

活
用
を
図
り
ま
す
。

　

南
関
東
地
震
に
よ
る
被
害
者

想
定
な
ど
は
早
急
に
再
設
定
を

行
い
備
蓄
に
努
め
ま
す
。な
お
、

食
糧
備
蓄
数
は
現
在
の
数
プ
ラ

ス
二
万
食
程
度
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば
…　

災
害
時
備
蓄
食
糧
の
充
実
を

新
　
生
　
ク
　
ラ
　
ブ

備蓄食料

審査の焦点
　
決
算
特
別
委
員
会

の
審
査
に
お
い
て
、

各
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
質
疑
と
そ
れ
に
対

す
る
答
弁
の
要
約
を

掲
載
し
ま
す
。

各　　会　　計　　別　　決　　算　　状　　況

区　　　　　分 歳入決算額 前年度対比 歳出決算額 前年度対比

一　般　会　計 152 億 4,080 万円 97.8% 144 億 1,698 万円 98.9%

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 51 億 9,358 万円 102.1% 49 億 9,861 万円 100.7%

老人保健事業 2,679 万円 10.8% 2,591 万円 11.6%%

後期高齢者医療事業 5 億 5,868 万円 109.1% 5 億 1,109 万円 106.9%

下水道事業 15 億 8,887 万円 89.4% 15 億 4,095 万円 88.2%

介護保険事業 20 億 6,546 万円 105.3% 19 億  316 万円 107.8%

（仮称）健康福祉総合
センター用地取得事業 7,826 万円 10.6% 7,826 万円 10.6%

合　　　　　計 247 億 5,244 万円 95.5% 234 億 7,497 万円 95.9%

審査会場（第１委員会室）

決算特別委員会
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Ｑ　

①
Ｈ
Ｐ
に
危
険
箇

所
等
の
改
善
な
ど
工
事

を
行
っ
た
写
真
等
を
掲

載
し
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
は
ど

う
か
。
②
行
政
情
報
の

動
画
配
信
は
で
き
な
い

か
。
③
携
帯
電
話
用
Ｈ

Ｐ
の
充
実
を
。 

Ａ　

①
Ｈ
Ｐ
は
最
新
情

Ｑ　

中
央
公
園
で
は
昨
年
度
か

ら
事
件
等
が
多
発
し
て
い
る
。

公
園
内
に
バ
イ
ク
を
乗
り
入
れ

暴
走
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
て
お

Ｑ　

百
年
に
一
度
の
経

済
危
機
に
対
応
し
た
施

策
展
開
が
考
え
ら
れ
て

い
な
い
。
所
得
の
少
な

い
人
や
激
減
世
帯
な
ど

町
民
の
く
ら
し
が
大
変

な
経
済
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
税
・
下
水
道
・
国

保
料
な
ど
の
町
民
負
担

の
軽
減
制
度
が
必
要
で

は
な
い
か
。

Ｑ　

現
在
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
美
化
セ
ン

タ
ー
の
清
掃
、
町
長
室

ソ
フ
ァ
ー
の
縫
製
業
務

な
ど
少
し
ず
つ
障
が
い

者
雇
用
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
今
後
の
障
が

い
者
雇
用
促
進
の
た
め

に
役
場
庁
舎
や
町
民
セ

ン
タ
ー
等
を
就
労
場
所

に
で
き
な
い
か
。 

報
の
掲
載
に
努
め
て
い
ま
す
。

ご
提
案
の
件
は
実
現
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。
②
動
画
作
成

ツ
ー
ル
や
技
術
習
得
な
ど
研
究

し
ま
す
。
③
携
帯
電
話
用
Ｈ
Ｐ

で
は
防
災
情
報
、
コ
ミ
バ
ス
時

刻
表
、
第
一
・
第
三
土
曜
日
の

窓
口
開
庁
な
ど
の
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
が
、
情
報
量
が
少

な
い
の
で
、
今
後
充
実
に
向
け

取
り
組
み
ま
す
。

り
、
公
園
利
用
者
の
安
全
確
保

や
騒
音
問
題
な
ど
対
応
が
急
務

で
あ
る
。
安
全
確
保
策
と
し
て

街
頭
緊
急
通
報
装
置
の
積
極
的

導
入
が
必

要
と
考
え

る
が
。

Ａ　

バ
イ

ク
の
乗
り

入
れ
は
、

「
町
長
へ

の
手
紙
」

Ａ　

町
税
は
現
行
の
地
方
税
法

や
条
例
の
中
で
の
軽
減
措
置
が

あ
り
、
下
水
道
使
用
料
は
生
活

保
護
世
帯
等
へ
の
減
免
措
置
に

よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。
町
の

国
保
料
計
算
方
法
は
、
低
所
得

者
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
方

式
で
す
。
ま
た
、
世
帯
に
応
じ

た
軽
減
制
度
が
あ
り
、
本
年
度

は
そ
の
軽
減
の
幅
を
拡
げ
て
い

ま
す
。

Ａ　

町
で
は
各
課
等
へ
障
が
い

者
へ
の
就
労
機
会
の
確
保
に
向

け
た
支
援
依
頼
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
青
少
年
広
場
の

除
草
業
務
な
ど
も
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
来
年
度
に
向
け
て
は
役

場
庁
舎
清
掃
業
務
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
も
雇
用
を
増
や
せ

る
よ
う
各
部
署
で
の
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

HPの充実を

街頭緊急通報装置

各担当の窓口

就労場所の創出を

Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
の
充
実
を

湘
　
風
　
ク
　
ラ
　
ブ

税
・
下
水
道
・
国
保
料
な
ど
負
担
の
軽
減
制
度
を

日
　
本
　
共
　
産
　
党

公
園
の
バ
イ
ク
乗
り
入
れ　

通
報
装
置
導
入
で
不
安
解
消
を

公
　
　
明
　
　
党

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を

民
　
主
　
ク
　
ラ
　
ブ

で
も
多
数
ご
意
見
を
頂
い
て
い

ま
す
。
公
園
に
は
看
板
の
設
置

や
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
措
置
を
講

じ
、
警
察
に
は
更
な
る
巡
回
強

化
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
単
管
パ
イ
プ
に
よ
る
侵
入

対
策
や
、
ご
提
言
の
通
報
装
置

一
基
を
新
た
に
設
置
し
対
応
い

た
し
ま
す
。
通
報
装
置
の
増
設

は
、
効
果
を
検
証
し
判
断
し
ま

す
。
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一
般
会
計
の
平
成
二
十
一
年

度
歳
入
総
額
は
約
百
五
十
二
億

四
千
万
円
、
前
年
比
約
三
億
四

千
万
円
の
減
額
。
さ
ら
に
収
入

未
済
額
は
四
億
七
千
万
円
、
不

納
欠
損
額
も
四
千
七
百
万
円
で

そ
れ
ぞ
れ
著
し
く
増
加
し
て
い

ま
す
。
経
済
状
況
等
、
徴
収
が

困
難
な
社
会
的
背
景
は
理
解
し

ま
す
が
、
適
正
な
財
源
確
保
や

負
担
公
平
の
原
則
か
ら
縮
減
に

向
け
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

期
待
し
ま
す
。

  

歳
出
は
、
約
百
四
十
四
億
一

千
六
百
万
円
で
前
年
比
一
・

一
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
早
期
完
成
が
待

た
れ
る
寒
川
駅
北
口
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
や
、
寒
中
、
旭

中
で
行
っ
た
大
規
模
改
修
工
事

及
び
耐
震
化
工
事
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
特
に
二
十
二
年
度
で
町

内
小
中
学
校
の
百
％
耐
震
化
が

完
了
と
な
り
、
子
ど
も
達
の
安

全
や
災
害
時
の
避
難
場
所
の
確

保
と
い
う
点
で
、
早
急
に
対
応

し
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
加
や
高
齢
化
等

に
よ
る
扶
助
費
の
増
加
は
心
配

で
す
が
、
町
独
自
の
努
力
だ
け

で
は
難
し
い
社
会
問
題
で
す
。

　

そ
の
他
の
事
業
は
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
各
課
と
も
山
積

す
る
行
政
課
題
解
決
に
お
お
む

ね
対
応
さ
れ
た
も
の
と
評
価
し

ま
す
。
「
町
民
と
町
が
協
働
す

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
意
識
し
、

事
業
の
取
捨
選
択
を
一
層
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
健
全
財
政
に
力
を
注

ぎ
、
地
域
主
権
の
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
自
治
体
運
営
を
期
待
し
、

賛
成
し
ま
す
。
六
特
別
会
計
も

討
論
を
省
略
し
賛
成
し
ま
す
。

　

前
年
比
、
歳
入
の
個
人
町
民

税
約
八
千
万
円
、
法
人
町
民
税

約
七
億
九
千
万
円
の
減
額
で
す
。

町
税
の
滞
納
額
も
収
入
未
済
額

も
ふ
く
れ
あ
が
り
税
金
の
減
免

制
度
創
設
を
再
度
求
め
ま
す
。

　

施
策
展
開
で
は
百
年
に
一
度

の
経
済
危
機
の
深
刻
化
に
対
応

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

生
活
苦
に
対
応
す
る
総
合
相
談

窓
口
の
設
置
、
就
学
援
助
・
奨

学
金
制
度
の
改
善
、
障
が
い
者

三
級
、
四
級
の
医
療
費
無
料
制

度
の
復
活
、
医
療
費
・
町
民

税
・
国
保
料
・
下
水
道
料
金
等

の
減
免
制
度
創
設
、
保
健
師
の

常
勤
雇
用
な
ど
の
対
応
が
必
要

で
す
。

　

保
育
園
増
設
や
小
児
医
療
費

無
料
化
の
所
得
制
限
な
し
・
小

学
六
年
生
ま
で
の
実
施
も
急
務

で
す
。
教
育
振
興
費
が
低
く
抑

え
ら
れ
た
ま
ま
で
不
十
分
で
す
。

　

新
幹
線
新
駅
整
備
基
金
の
積

立
を
止
め
ま
し
た
が
当
然
で
す
。

基
金
を
取
り
崩
し
て
福
祉
・
教

育
に
回
す
べ
き
で
す
。
コ
ミ
バ

ス
事
業
は
朝
夕
と
土
日
の
運
行

削
減
で
見
直
し
の
陳
情
が
出
さ

れ
、
改
善
す
べ
き
で
す
。

　

職
員
定
数
が
削
減
さ
れ
続
け
、

様
々
な
弊
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

妊
婦
検
診
の
拡
大
、
学
校
の

耐
震
化
、
小
児
医
療
費
無
料
化

の
拡
大
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
補
助
制
度
創
設
、
高
齢
者
へ

の
火
災
警
報
器
の
設
置
、
田
端

ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
新
設
な
ど
は

評
価
し
ま
す
が
、
全
体
と
し
て

苦
し
い
町
民
の
く
ら
し
を
支
え
、

励
ま
す
も
の
に
は
不
十
分
な
内

容
と
な
っ
て
お
り
反
対
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
会
計
で
は
老
人

保
健
事
業
、
（
仮
称
）
健
康
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得
事

業
を
除
き
反
対
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
編

成
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
世
界
的
な
経
済
危
機
が
危

惧
さ
れ
る
中
、
町
の
歳
入
に
つ

い
て
町
税
等
大
幅
な
減
額
を
見

込
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
町
長
は
小
中
学
校

耐
震
補
強
工
事
や
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
解
体
工
事
、
寒
川
駅
北

口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
、
先
送
り
で
き
な
い
事
業
の

展
開
を
図
る
た
め
、
貯
金
の
取

り
崩
し
、
町
債
の
増
額
等
苦
渋

の
決
断
で
財
源
不
足
を
補
い
積

極
型
予
算
を
組
み
、
執
行
し
ま

し
た
。
全
体
と
し
て
安
心
安
全

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
施
策
展
開
が

図
ら
れ
た
も
の
と
理
解
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
町
債
残
高
は
約

百
二
十
四
億
八
千
万
円
で
五
年

間
の
推
移
で
は
約
四
億
六
千
万

円
の
増
で
す
。
町
債
の
増
加
は

財
政
の
硬
直
化
を
招
き
、
後
年

度
の
財
政
運
営
へ
の
負
担
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
借
入
額
と
残
高

と
の
バ
ラ
ン
ス
に
は
十
分
な
配

慮
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
財
政
の
健
全
化
を
表

す
健
全
化
判
断
比
率
の
各
指
標

を
見
る
と
一
部
の
指
標
で
若
干
、

上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
お
お
む

ね
健
全
と
の
結
果
で
し
た
。
今

後
と
も
慎
重
な
財
政
運
営
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
も
な
く
、
平
成
二
十
三
年

度
予
算
の
編
成
時
期
を
迎
え
ま

す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率

よ
く
最
大
限
の
効
果
を
上
げ
る

よ
う
、
職
員
の
英
知
を
結
集
し

町
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
よ
う

要
望
し
て
賛
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
六
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
も
、
討
論
を

省
略
し
、
賛
成
し
ま
す
。

福祉・健康・教育など
くらしを支える

対応が不十分

限られた財源の中、
行政課題解決への

対応を評価

日本共産党

新生クラブ

反対討論

賛成討論
　
九
月
二
十
八
日
の
本
会
議
最
終
日
、
平
成

二
十
一
年
度
決
算
の
採
決
に
先
立
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

討
論
要
旨

安心安全への施策展開と
財政運営の健全化を評価

湘風クラブ

賛成討論
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第３回
定例会

　
八
月
三
十
日
（
初
日
）
、
十
八
件
の
議
案
の
説
明
を
行
い
、
人
事
案
件
二
件
を
同
意
・
適

任
と
し
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
一
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
九
月
一
日
（
二
日
目
）
に
は
、
初
日
に
提
案
説
明
を
行
っ
た
補
正
予
算
六
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
九
月
二
十
八
日
（
最
終
日
）
に
は
、
追
加
提
案
さ
れ
た
議
案
一
件
の
説
明
を
行
い
、
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
三
件
、
追
加
提
案
さ
れ
た
意
見
書
案
一
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決

し
、
追
加
提
案
さ
れ
た
意
見
書
案
二
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
な
ど
二
十
議
案
を
可
決

　

教
育
委
員
会
委
員
の
木
立
氏

の
任
期
が
九
月
三
十
日
に
満
了

と
な
る
た
め
、
再
び
委
員
と
し

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に

保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の

　

本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算

六
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
内
容
は
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追

加
、
事
業
確
定
に
伴
う
国
民
健

康
保
険
事
業
、介
護
保
険
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
及
び
下

水
道
事
業
の
四
特
別
会
計
繰
出

金
の
更
正
減
、
町
道
四
路
線
の

舗
装
打
ち
替
え
の
た
め
の
道
路

維
持
補
修
事
業
の
追
加
、
道
路

施
設
に
お
け
る
危
険
箇
所
解
消

の
た
め
の
安
全
対
策
急
施
事
業

費
の
追
加
な
ど
で
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

本
年
度
当
初
予
算
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
町
民
に

我
慢
を
強
い
る
予
算
編
成
で

あ
っ
た
。
基
金
積
み
立
て
も
理

解
で
き
る
が
、
減
額
さ
れ
た
事

業
の
復
活
の
考
え
は
。

Ａ　

財
政
状
況
は
、
平
成
二
十

三
年
度
も
引
き
続
き
厳
し
い
と

い
う
考
え
の
も
と
、
基
金
積
み

立
て
を
行
い
ま
し
た
。
事
業

は
、
緊
急
性
や
安
全
面
を
考
慮

し
た
、
最
低
限
度
必
要
な
事
業

の
み
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

　 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

木
立
順
一
氏
を
同
意

　 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

日
吉
潤
子
氏
を
適
任

て
任
命
し
た
い
と
し
て
提
案
さ

れ
た
も
の
で
、
投
票
に
よ
る
採

決
の
結
果
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

普
及
の
た
め
に
法
務
大
臣
よ
り

委
嘱
さ
れ
、
任
期
は
三
年
、
定

数
は
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期

は
、
法
律
に
よ
り
四
年
、
定
数

は
五
名
で
人
格
が
高
潔
で
教

育
・
学
術
及
び
文
化
に
関
し
識

見
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、
町

長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
日
吉
氏
の
任
期
が

十
二
月
三
十
一
日
に
満
了
と
な

る
た
め
、
引
き
続
き
委
員
と
し

て
推
薦
し
た
い
と
し
て
、
議
会

に
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
適

任
と
さ
れ
ま
し
た
。

補　正　予　算　額　表
会計区分 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一 般 会 計 129億5,034万5千円 2億5,341万6千円 132億 376万1千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 52億6,145万4千円 1億3,038万6千円 53億9,184万0千円
老 人 保 健 事 業 31万6千円 88万0千円 119万6千円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 5億6,626万4千円 1,511万9千円 5億8,138万3千円
下 水 道 事 業 14億6,803万5千円 △100万0千円 14億6,703万5千円
介 護 保 険 事 業 21億 698万2千円 1億2,624万8千円 22億3,323万0千円

（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業 7,836万6千円 ─ 7,836万6千円
合　　　計 224億3,176万2千円 5億2,504万9千円 229億5,681万1千円

◇
小
谷
宮
山
二
十
九
号
線
歩
道

設
置
工
事

　

本
工
事
は
、
町
道
小
谷
宮
山

二
十
九
号
線
と
目
久
尻
川
と
の

交
差
部
に
あ
る
旭
橋
の
上
流
側

に
、
延
長
約
三
十
三
㍍
、
幅
員

二
㍍
の
側
道
橋
（
歩
道
）
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

設
置
さ
れ
る
側
道
橋
は
、

既
存
の
旭
橋
か
ら
離
れ
て
い
る
。

導
線
や
安
全
面
を
考
慮
し
、
旭

橋
に
接
近
し
た
形
で
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

Ａ　

今
後
、
架
け
替
え
が
見
込

ま
れ
る
旭
橋
の
掛
け
替
え
作
業

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
間
隔

を
開
け
て
設
置
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

旭
が
丘
中
学
校
の
通
学
路

で
も
あ
る
側
道
橋
、
学
生
に
デ

ザ
イ
ン
募
集
す
る
な
ど
親
し
ま

れ
る
工
夫
が
望
ま
れ
る
が
。

Ａ　

現
段
階
で
は
、
防
錆
処
理

を
施
し
、
塗
膜
剤
に
よ
る
処
理

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
提
案

は
、
教
育
委
員
会
と
調
整
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

今
回
の
入
札
は
、
参
加
業

工
事
請
負
契
約
の
締
結
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工事請負契約内容

請負契約件名 請負契約の相手方 契約金額

小 谷 宮 山 2 9 号
線 歩 道 設 置 工 事 株式会社菊地土建 4,725万円

○
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及

び
維
持
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
た
め
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
共
同
住
宅
の

一
部
を
利
用
し
た
、
小
規
模
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
居
住
型
福

祉
施
設
を
開
設
に
つ
い
て
、
消

防
設
備
等
の
基
準
を
一
部
緩
和

す
る
も
の
で
す
。

○
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更

　

広
域
連
合
を
運
営
す
る
経
費

の
市
町
村
負
担
金
の
負
担
割
合

を
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
広

域
連
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

委
員
会
審
査

― 

議
案
の
概
要 

―

　
定
例
会
で
は
委
員
会
に
対
し
、
議
案
三
件
が
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　
九
月
二
十
八
日
の
最
終
日
に
は
、
委
員
長
よ
り
審
査
報

告
が
行
わ
れ
、
委
員
会
審
査
同
様
、
議
案
三
件
が
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
共
通
経
費
の

う
ち
、
均
等
割
を
五
％
引
き
下

げ
、
被
保
険
者
数
割
及
び
人
口

割
を
そ
れ
ぞ
れ
二
・
五
％
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

　

採
決
に
先
立
ち
、「
制
度
と

し
て
根
本
的
に
問
題
」
と
の
反

対
討
論
と
、「
変
更
に
よ
り
不

均
衡
が
是
正
さ
れ
る
」
と
の
賛

成
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

町
へ
の
影
響
額
は
。

Ａ　

共
通
経
費
全
体
で
、
二
百

五
十
四
万
円
程
度
の
減
額
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

○
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の

標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

主
な
内
容
は
、
特
定
屋
外
タ

ン
ク
貯
蔵
所
等
の
設
置
許
可
等

に
係
る
手
数
料
の
額
を
改
め
る

も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
と
答
弁
】

Ｑ　

町
内
に
対
象
施
設
数
は
。

Ａ　

現
在
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
定
例
会
で
は
、
陳
情
四
件
が
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
一
件
と
併
せ
て
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

　
九
月
二
十
八
日
（
最
終
日
）
に
採
決
が
行
わ
れ
、
次
の

と
お
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

請
願

 

陳
情
の

  

審
査
結
果

◇
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政

権
付
与
の
法
制
化
に
反
対
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

平
成
二
十
二
年
七
月
に
提
出

さ
れ
た
本
陳
情
に
つ
い
て
、
付

託
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
九
月
二
十

八
日
の
本
会
議
（
最
終
日
）
の

採
決
で
は
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◇
憲
法
違
反
の
外
国
人
参
政
権

に
よ
る
選
挙
を
実
施
し
な
い
こ

と
に
関
す
る
陳
情

　

平
成
二
十
二
年
七
月
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
本
陳
情
は
、
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇
国
に
「
私
学
助
成
予
算
の
削

減
に
反
対
し
、
増
額
を
要
望
す

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

　

平
成
二
十
二
年
八
月
に
提
出

者
の
半
数
以
上
が
辞
退
す
る
結

果
と
な
っ
た
が
、
町
は
そ
の
理

由
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

国
の
法
令
や
指
針
に
よ
り
、

入
札
辞
退
の
自
由
の
確
保
、
受

注
者
と
の
対
等
な
関
係
の
確
立
、

不
利
益
な
処
分
を
受
け
な
い
な

ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、

辞
退
理
由
の
把
握
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

歩道が設置される旭橋

さ
れ
ま
し
た
本
陳
情
は
、
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇
神
奈
川
県
に
「
私
立
学
校
経

常
費
補
助
の
増
額
と
私
立
高
等

学
校
等
生
徒
学
費
補
助
金
お
よ

び
神
奈
川
県
私
立
学
校
学
費
緊

急
支
援
補
助
金
の
対
象
世
帯
の

拡
大
、
補
助
額
の
拡
充
を
要
望

す
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

　

平
成
二
十
二
年
八
月
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
本
陳
情
は
、
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
改
善

を
求
め
る
陳
情

　

平
成
二
十
二
年
五
月
に
提
出

さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
本
陳
情
は
、審
査
の
中
で「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
は
、
そ
の
形
態
や
経
費
な
ど

検
討
す
べ
き
課
題
や
今
日
の
運

行
形
態
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

総
合
的
に
判
断
す
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
研
究
が
必
要
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
再
び
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。
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本会議インターネット中継

会議録の公開

　寒川町議会では、本会議の模様をインターネットで中継しています。
　中継については、生中継と録画中継を行っており、ご自宅等のパソコンからご覧になることができ
ます。ぜひご覧ください。
　なお、録画中継は生中継の後、随時更新いたします。

中継は以下のアドレスからご覧になることができます。
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/about/gikai/index.html

生中継の予定
（12月定例会）

１１月３０日（火）　　９時〜
１２月　２日（木）　　９時〜
１２月１３日（月）　　９時〜
１２月１４日（火）　　９時〜
１２月１６日（木）　１０時〜

ホームページは「寒川町議会」で検索できます。

永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書
　現在国においては、国民固有の権利である地方参政権について永住外国
人への付与に関する検討がなされ、法案提出に向けた動きがある。
　しかし、日本国憲法第 15 条では、「公務員を選定し、及びこれを罷免す
ることは、国民固有の権利である。」と規定し、第 93 条第２項では、「地
方公共団体の長、その議会の議員及び法律の定めるその他の吏員は、その
地方公共団体の住民が、直接これを選挙する。」と定めている。
　同項中の「住民」の解釈については、平成７年２月 28 日の最高裁判所
判例で、「地方公共団体の区域内に住所を有する日本国民を意味するもの
と解するのが相当である。」としている。このことから、日本国民ではな
い永住外国人に対し、地方公共団体の長及び議会の選挙権を付与すること
は、問題があると言わざるを得ない。
　また、地域主権が進む中で、永住外国人への地方参政権付与が法制化さ
れれば、その影響は少なからず国政へ波及することも考えられる。
　よって、国においては、永住外国人に地方参政権を付与する法律を制定
することのないよう強く要望する。
　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　　平成 22 年９月 28 日

神奈川県高座郡寒川町議会　　　
議　長　　古　山　大　二　　　

　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣
　　　　　外務大臣

提出した意見書
第３回定例会では、意見書案１件を可決しました。

　寒川町議会では、開かれた議会と町の発展
を目指して、会議録をインターネットで公開
しています。
　会議録とは、議会の本会議を詳しく記録し
た公文書です。
　検索機能を活用すれば、知りたい情報を広
く的確に調べることができます。開かれた議
会の実現のために、ぜひ積極的に活用してく
ださい。

ホームページは「寒川町議会」で検索できます。
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寒
川
駅
南
口
周
辺
整
備
に
つ

い
て
は
、
以
前
地
域
の
方
に
案

を
示
し
意
見
を
伺
い
最
終
案
を

提
示
し
た
と
記
憶
に
あ
る
。

　

財
政
状
況
が
悪
い
今
こ
そ
、計

画
は
早
期
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

こ
の
計
画
は
田
端
西
地
区
の
開
発

を
進
め
る
上
で
大
き
な
後
押
し
に

な
る
。一
つ
は
交
通
結
節
点
を
整

備
す
る
こ
と
で
、開
発
に
対
す
る

町
の
強
い
意
志
を
示
せ
る
点
で
。

も
う
一
つ
は
企
業
誘
致
に
好
印
象

を
与
え
る
点
で
。さ
ら
に
は
、バ
ス

転
回
場
を
無
償
で
貸
し
て
い
る
不

自
然
な
状
況
も
解
消
で
き
る
。

　

バ
ス
転
回
場
は
、
南
口
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
用
地
で
あ
り
、

駅
前
広
場
の
完
成
ま
で
駅
近
く

に
移
す
事
も
考
え
た
ら
ど
う
か
。

　

町
長　

寒
川
駅
南
口
地
区
は
、

中
海
岸
寒
川
線
開
通
に
よ
り
交

通
量
が
増
加
し
、
整
備
の
必
要

性
が
高
ま
り
ま
し
た
。
町
で
は

平
成
十
五
年
度
、
地
権
者
や
周

辺
の
方
々
を
対
象
に
懇
談
会
を

四
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

南
口
整
備
は
、
通
勤
通
学
等

の
利
便
性
向
上
や
企
業
誘
致
へ

の
好
材
料
に
な
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
ま
す
。
財
政
状
況
に
も
よ

り
ま
す
が
、
北
口
区
画
整
理
の

終
了
後
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

バ
ス
転
回
場
は
、
南
口
の
整

備
に
必
要
な
土
地
と
し
て
購
入

し
て
お
り
、
南
口
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
十
分

に
活
用
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

小
学
校
区
に
ひ
と
つ
　

　
ビ
オ
ト
ー
プ
計
画
を

　

開
発
計
画
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、

生
物
多
様
性
の
た
め
に
も
、色
々

な
植
物
や
水
生
生
物
が
生
存
で

き
る
ビ
オ
ト
ー
プ
を
提
案
し
た
い
。

以
前
町
で
は
ホ
タ
ル
の
取
り
組
み

を
し
て
い
た
。湧
水
池
や
、休
耕
田

を
使
い
ホ
タ
ル
や
ト
ン
ボ
の
池
な
ど

ビ
オ
ト
ー
プ
を
小
学
校
区
に
ひ
と

つ
計
画
し
た
ら
、教
育
の
場
と
し

て
も
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

教
育
長　

寒
川
に
は
、川
や

田
ん
ぼ
な
ど
自
然
の
生
き
物
に

触
れ
ら
れ
る
場
所
も
多
く
、授

業
の
中
で
も
、あ
り
の
ま
ま
の

自
然
を
観
察
す
る
機
会
も
設
け

て
い
ま
す
。将
来
的
に
は
、ビ
オ

ト
ー
プ
等
の
活
用
も
含
め
自
然

を
考
え
る
状
況
を
作
る
こ
と
は

好
ま
し
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

ビ
オ
ト
ー

プ
は
、学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、

環
境
学
習
の
場
と
し
て
の
活
用

が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
生
態

系
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
大
切

な
場
所
で
す
。関
連
各
課
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

協
働
の
視
点
に
立
っ
た

第
二
次
寒
川
町
障
が
い
者
計
画
を

柳
　
下
　
雅
　
子
　
議
員

寒
川
駅
南
口
の
駅
前
広
場

整
備
計
画
を
早
期
に

三
　
堀
　
清
　
廣
　
議
員

　

町
で
は
、
第
二
次
障
が
い
者

計
画（
二
十
三
～
二
十
六
年
度
）

を
策
定
中
で
あ
る
。
策
定
方
針

は
協
働
の
視
点
に
立
ち
、
地
域

自
立
支
援
協
議
会
で
有
意
義
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
評
価

し
た
い
。「
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
地
域
の
中
で
普
通

の
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
」
を

ど
う
構
築
す
る
の
か
。

　

①
第
一
次
計
画
と
実
施
計
画

で
あ
る
障
が
い
者
福
祉
計
画
の

評
価
と
二
十
三
年
度
の
対
応
は
。

　

②
実
行
責
任
者
の
行
政
は
、

ど
の
よ
う
な
覚
悟
と
役
割
を
も

っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
の
か
。

　

③
町
単
独
の
地
域
自
立
支
援

協
議
会
が
で
き
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

ま
た
本
来
の
役
割
と
今

後
の
活
動
は
。

　

町
長　

①
基
本
計
画

と
実
施
計
画
は
、
現
在

期
間
や
内
容
が
一
元
化

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今

回
計
画
期
間
の
一
元
化

を
図
り
、
一
体
的
に
進

行
政
改
革
の
効
果
　
　

　
ど
う
上
げ
る
の
か
　

　

二
十
一
年
度
の
経
常
収
支
比

率
（
減
税
補
て
ん
債
を
除
く
）

は
九
八
・
四
％
、
将
来
負
担
率

は
七
六
・
三
％
と
上
昇
し
、
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と

さ
な
い
た
め
に
、
取
り
組
む
べ

き
こ
と
は
行
政
改
革
で
あ
る
。

　

①
二
十
一
年
度
、
行
政
改
革

の
達
成
度
は
。

　

②
人
件
費
削
減
の
目
標
値
は
。

　

③
住
民
参
画
の
必
要
性
の
認

識
と
評
価
を
上
げ
る
方
策
は
。

　

企
画
政
策
部
長　

①
効
果
額

は
約
一
億
二
千
七
百
万
円
で
す
。

率
は
効
果
目
標
額
が
未
設
定
の

た
め
算
出
で
き
ま
せ
ん
。
次
期

計
画
は
、
評
価
が
わ
か
り
や
す

い
計
画
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

総
務
部
長　

②
職
員
定
数
の

適
正
管
理
や
給
与
の
適
正
化
に

よ
り
人
件
費
削
減
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

③
行
政
と

住
民
の
役
割
分
担
の
適
正
化
に

よ
り
、
行
革
が
図
れ
る
と
考
え

ま
す
。
二
十
三
年
度
に
は
成
果

を
出
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
定
例
会
で
は
、
九
月
九

日
、
十
日
に
、
議
員
十
二
人

に
よ
っ
て
一
般
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

一質
般問

ここが聞きたい！

南口バス転回場

め
る
考
え
で
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

①
計
画
時

期
の
ず
れ
に
よ
り
、
評
価
が
で

き
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。
二

十
三
年
度
は
、
計
画
策
定
の
中

で
、
実
施
計
画
も
視
野
に
入
れ

対
応
し
ま
す
。

　

②
計
画
策
定
で
満
足
す
る
こ

と
な
く
、
達
成
状
況
の
検
証
や

計
画
の
適
切
性
の
判
断
な
ど
し

っ
か
り
と
進
行
管
理
を
行
う
こ

と
が
行
政
の
役
割
と
考
え
ま
す
。

　

③
地
域
課
題
の
把
握
や
県
協

議
会
と
の
連
携
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は

検
討
課
題
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
施

策
に
反
映
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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寒
川
駅
北
口
複
合
施
設
建
設
と

中
心
市
街
地
の
再
生
に
つい
て

小
　
沢
　
千
　
明
　
議
員

災
害
時
要
援
護
者
に
対
し

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
導
入
を

太
　
田
　
真
奈
美
　
議
員

　

平
成
十
六
年
、
全
国
各
地
で

発
生
し
た
台
風
や
集
中
豪
雨
に

よ
る
被
害
は
、
近
年
の
中
で
は

最
大
の
被
害
と
な
っ
た
。
ま
た
、

一
連
の
台
風
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

状
況
の
中
で
、
高
齢
者
な
ど
の

被
災
状
況
は
全
体
の
六
割
強
を

占
め
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

国
は
、
地
震
災
害
の
犠
牲
者

ゼ
ロ
を
目
指
す
た
め
の
総
合
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
災
害
時
要
援
護
者

の
避
難
支
援
対
策
と
し
て
、
平

成
二
十
一
年
度
ま
で
を
目
途
に

市
町
村
に
お
い
て
災
害
時
要
援

護
者
支
援
の
取
り
組
み
方
針
な

ど
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
促
進
し

て
き
た
。
寒
川
町
で
も
六
月
か

ら
自
治
会
を
通
し
、
災
害
時
要

援
護
者
の
把
握
調
査
が
開
始
さ

れ
た
。
そ
こ
で
町
長
に
伺
う
。

　

①
今
現
在
の
把
握
状
況
は
。

　

②
個
人
情
報
の
保
護
と
い
う

部
分
で
の
難
し
さ
が
あ
る
と
思

う
が
、
情
報
の
共
有
化
は
ど
こ

ま
で
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

③
多
岐
に
わ
た
る
要
援
護
者

の
対
象
人
数
は
。

　

④
県
内
で
も
導
入
が
進
ん
で

い
る
要
援
護
者
へ
の
支

援
対
策
と
し
て
緊
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
導
入
の

考
え
は
。

　

町
長　

①
自
治
会
の

協
力
を
得
て
順
次
、
要

援
護
者
の
把
握
調
査
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
は
二
十
三
自
治
会
の

う
ち
十
六
自
治
会
が
把

握
を
し
て
い
ま
す
。

　

④
緊
急
時
や
災
害
時
に
お
い

て
、
瞬
時
に
要
援
護
者
の
情
報

が
見
分
け
ら
れ
る
緊
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
は
、
備
え
と
し
て
必

要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

県
内
自
治
体
で
も
導
入
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
検
討
を
行
い

ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

①
把
握
調

査
は
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
期
限
は
定
め
て
い
ま

せ
ん
が
、
平
成
二
十
三
年
四
月

頃
を
目
途
に
自
治
会
に
お
い
て

把
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

②
自
治
会
長
を
中
心
に
情
報

提
供
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
・

民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
、
災

害
発
生
時
や
日
ご
ろ
の
支
援
活

動
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
方
を

対
象
に
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

　

③
人
数
の
把
握
は
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
、
障
害
を

お
持
ち
の
方
と
い
う
と
、
六
十

五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
約
千
五
百
人
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
約

二
千
五
百
人
、
要
介
護
度
三
以

上
の
方
約
五
百
人
、
障
害
手
帳

取
得
者
が
約
六
百
人
で
す
。

　

寒
川
駅
北
口
周
辺
整
備
事
業

は
、
健
全
で
活
力
あ
る
商
業
地

区
に
向
け
た
整
備
が
急
務
で
あ

る
。

　

①
建
設
が
延
期
さ
れ
た
ま
ま

の
北
口
複
合
施
設
は
、
寒
川
の

玄
関
と
し
て
、
機
能
の
充
実
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
町
の
将
来

の
た
め
に
は
、
寒
川
の
良
さ
を

積
極
的
に
発
信
で
き
る
場
所
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

　

②
北
口
整
理
事
業
に
つ
い
て

は
町
長
の
施
政
方
針
の
中
で
も

「『
寒
川
の
顔
』
と
し
て
駅
北
口

を
整
備
す
る
。」
と
あ
る
。
厳

し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
る
が
、

町
民
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
見
通
し
は
。
ま
た
、
岡

田
新
町
集
会
所
の
移
設
場
所
が

曖
昧
に
な
り
、
自
治
会
を
困
惑

さ
せ
て
い
る
。
移
設
場
所
は
ど

こ
か
。

　

町
長　

①
建
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
総
合

計
画
実
施
計
画
に
は
位
置
づ
け

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆

様
の
意
見
や
財
政
状
況
な
ど
も

踏
ま
え
、
二
十
三
年
度
に
は
建

設
に
対
し
て
の
方
向
性
を
固
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

②
寒
川
駅
前
は
町
の
中
心
商

業
地
で
あ
り
、
町
の
玄
関
と
し

て
の
顔
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年

度
は
寒
川
駅
北
口
一
号
街
区
公

園
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
憩
い

の
場
と
し
て
、
ま
た
各
種
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
よ
り
商
店
会
の
活

性
化
に
も
繋
が
る
よ
う
、
商
工

会
と
も
連
携
し
な
が
ら
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

拠
点
整
備
担
当
参
事　

②
現

在
あ
る
集
会
所
の
近
辺
に
、
一

日
で
も
早
く
建
設
で
き
る
用
地

の
確
保
を
す
べ
く
、
検
討
・
交

渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

花
火
大
会
の
復
活
と
　

　
観
光
事
業
の
充
実
を

　

二
年
前
よ
り
中
止
と
な
っ
て

い
る
花
火
大
会
は
、
復
活
を
果

た
し
た
他
の
都
市
を
参
考
に
、

募
金
等
に
よ
り
町
民
の
力
を
借

り
て
、
復
活
も
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
。
観
光
協
会
の
協
力
も

得
て
、
花
火
大
会
の
復
活
と
町

の
観
光
事
業
の
充
実
を
願
う
が

町
長
の
考
え
は
。

　

町
長　

現
在
、
花
火
大
会
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
、
観
光
協

会
・
商
工
会
・
町
で
構
成
す
る

協
議
会
に
お
い
て
、
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
事
業
を
検
討
し
な
が
ら
観
光

資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
し
て
い

ま
す
。
花
火
大
会
は
、
企
業
・

商
工
会
・
住
民
が
主
体
と
な
り
、

そ
こ
に
町
は
協
力
を
す
る
と
い

っ
た
方
向
で
、
協
議
会
で
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

他市の取り組み

寒川駅北口駅前広場完成イメージ図
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近野 成美

MDMA・大麻・違法ドラッグは
「ダメ。ゼッタイ。」

恐
ろ
し
い
薬
物
で
す
。

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
・
大
麻
・
違
法
ド
ラ
ッ
グ
は

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
・
大
麻
・
違
法
ド
ラ
ッ
グ
は

財団法人 麻薬・覚せい剤乱用防止センター
〒105-0001東京都港区虎ノ門2-7-9（第一岡名ビル2F）
TEL. (03)3581-7436~7  FAX. (03)3581-7438

〒100-8916東京都千代田区霞が関1-2-2
TEL. (03)5253-1111

厚生労働省

厚生労働省

厚
生
労
働
省・（財）麻薬・覚せい剤乱

用防

止
セ
ン
タ
ー

M
DM
A・
麻薬

・覚
せい
剤・大麻・シンナーの乱用をなくそう。

子
ど
も
た
ち
へ
の

薬
物
乱
用
防
止
策
は　

杉
　
㟢
　
隆
　
之
　
議
員

う
つ
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
向
け
た
対
策
は

黒
　
沢
　
善
　
行
　
議
員

　

覚
せ
い
剤
を
は
じ
め
と
す
る

薬
物
乱
用
問
題
は
、
最
近
の
傾

向
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
低

年
齢
化
で
あ
る
。
青
少
年
に
薬

物
へ
の
い
た
ず
ら
な
興
味
を
覚

え
さ
せ
る
情
報
は
急
増
し
、
中

学
生
や
高
校
生
と
い
う
十
代
の

子
ど
も
た
ち
の
間
で
広
が
り
を

見
せ
、
明
日
の
社
会
を
担
う
べ

き
青
少
年
の
薬
物
乱
用
問
題
は

深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
今
や
薬

物
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
な
ど
で
取
り
引
き
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
で
も
簡
単
に

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

と
な
っ
て
い
る
。
未
来
を
担
う

寒
川
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の

危
険
な
薬
物
に
巻

き
込
ま
れ
被
害
者

と
な
ら
な
い
た
め

に
、
教
育
現
場
に

お
け
る
薬
物
乱
用

防
止
教
育
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

町
内
の
学
校
で
は

ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
か
。

　

教
育
長　

小
学
校
高
学
年
か

ら
中
学
校
の
保
健
の
授
業
に
お

い
て
喫
煙
や
飲
酒
、
薬
物
乱
用

防
止
に
関
す
る
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
薬
物
の
恐
ろ

し
さ
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、

薬
物
依
存
に
陥
ら
な
い
よ
う
な

心
の
持
ち
方
や
断
り
方
な
ど
も

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
薬
物
乱
用
の
害
を
考

え
る
機
会
と
し
て
、
啓
発
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の

参
加
、
ま
た
年
一
回
、
薬
物
乱

用
防
止
教
室
を
開
催
し
、
体
の

大
切
さ
を
再
確
認
す
る
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
今
後
は
「
薬
物

乱
用
防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
」

に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
も
考
え

て
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
設
立
の
考
え
は

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
手
段
と
し
て
経
済
効
果

や
観
光
振
興
、
寒
川
の
ブ
ラ
ン

ド
力
、
知
名
度
ア
ッ
プ
な
ど

様
々
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き

る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設

立
の
考
え
は
。

　

町
長　

産
業
振
興
課
商
工
観

光
担
当
で
そ
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
設

立
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
ロ
ケ

隊
の
誘
致
に
は
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
充
実
さ
せ
観
光
資
源
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
等

と
の
連
携
の
中
で
調
整
し
て
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

う
つ
に
よ
る
様
々
な
問
題
は

こ
れ
ま
で
の
「
福
祉
」
で
は
対

応
し
き
れ
ず
、
国
民
の
健
康
、

ま
た
、
命
を
守
る
上
で
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
問
題
に
対
し
て
、
従
来
の
社

会
保
障
の
拡
充
と
と
も
に
、
現

代
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め

の
施
策
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
国
は
、
う
つ
病
の
総

合
的
な
対
策
を
す
る
た
め
、
制

度
の
充
実
や
新
法
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
捉

え
、
町
で
も
町
民
の
健
康
・
命

を
守
る
観
点
か
ら
う
つ
病
の
対

策
に
つ
い
て
今
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
時
期
が
き
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
こ
で
次
の
点
を
伺
う
。

　

①
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

対
策
は
。

　

②
子
ど
も
う
つ
対
策
は
。

　

③
産
後
う
つ
の
対
応
は
。

　

町
長　

①
ス
ト
レ
ス
を
た
め

ず
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
た
だ

く
た
め
に
、「
休
養
と
心
の
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
心
の
健
康
相
談
や
医
療

機
関
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

教
育
長　

②
日
常
的
に
子
ど

も
の
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

保
護
者
と
の
情
報
交
換
を
密
に

す
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
き

ま
す
。
幸
い
、
町
内
の
小
中
学

校
の
生
徒
・
児
童
に
は
、
う
つ

病
と
み
ら
れ
る
報
告
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
注
意
深
く
見

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
中
学
校
に
は
週
一
回

一
名
ず
つ
、
臨
床
心
理
士
の
資

格
を
持
つ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

③
母
子
手

帳
交
付
時
に
産
後
う
つ
の
チ
ェ

ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
し
、
配
付
し
て

い
ま
す
。
父
親
・
母
親
教
室
で

は
、
産
後
は
情
緒
不
安
定
に
な

り
や
す
い
こ
と
を
説
明
し
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
促
進
を
急
げ
　
　
　

　

治
療
的
同
等
性
が
承
認
さ
れ

た
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
普
及
す
れ
ば
、
医
薬
費
の

直
接
的
な
軽
減
に
つ
な
が
り
、

ま
た
患
者
個
人
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
以

上
に
使
用
促
進
の
対
策
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
町
の
見
解
は
。

　

町
長　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
啓
発
を
図
り
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
長　

保
険
証
の

更
新
時
に
合
わ
せ
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
の
送

付
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ジェネリック医薬品希望カード



13 さむかわ議会だより　156号

寒川町公民館

児
童
虐
待
は
重
大
な
人
権
侵
害

子
ど
も
を
守
る
取
り
組
み
は

海
老
根
　
照
　
子
　
議
員

少
人
数
学
級
の

実
施
に
つ
い
て　
　
　

喜
多
村
　
出
　
議
員

　

寒
川
町
で
は
小
学
校
一
年
生

の
少
人
数
学
級
（
三
十
人
程
度

学
級
）
を
他
に
先
駆
け
て
実
施

し
て
き
た
。
そ
こ
で
問
う
。

　

①
改
め
て
少
人
数
学
級
実
施

後
の
教
育
的
効
果
は
。

　

②
国
の
案
で
あ
る
三
十
五
人

学
級
と
し
た
場
合
、
教
員
確
保

と
教
室
の
確
保
は
。

　

③
国
予
算
で
の
実
施
と
な
れ

ば
、
町
独
自
で
行
っ
て
い
る
少

人
数
学
級
を
上
の
学
年
に
広
げ

る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
町
基

準
を
堅
持
す
る
こ
と
が
肝
心
で

あ
る
が
町
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
少
人
数
学
級
授
業

の
実
施
は
、
大
変
効
果
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

③
拡
大
に
つ
い
て
は
、
財
政

的
な
問
題
も
あ
る
の
で
今
ま
で

の
少
人
数
学
級
は
一
年
生
と
し
、

国
基
準
が
決
ま
れ
ば
、
そ
れ
に

準
じ
て
実
施
し
て
い
く
努
力
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
長　

①
保
護
者
か
ら

は
「
個
別
事
情
を
す
ぐ
に
理
解

し
て
対
応
を
し
て
も
ら
え
る
。」

ま
た
、
学
校
か
ら
は
「
き
め
細

か
な
指
導
が
可
能
に
な
っ
た
。」

と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

②
教
員
の
採
用
は
厳
し
さ
が

予
測
さ
れ
ま
す
が
、
他
の
教
育

委
員
会
と
の
連
携
や
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
な
が
ら
補

充
を
し
て
い
き
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
教
室
の
確
保
は
や
り

く
り
の
中
で
充
当
で
き
ま
す
。

公
民
館
の
現
状
と
　
　

改
善
・
建
設
に
つ
い
て

　

寒
川
町
公
民
館
の
移
転
に
よ

る
町
民
の
活
動
へ
の
影
響
に
つ

い
て
伺
う
。

　

公
民
館
の
利
用
者
数
に
つ
い

て
は
、
調
査
や
数
字
に
表
れ
な

い
利
用
上
の
不
便
さ
が
あ
り
、

利
用
を
抑
制
し
て
し
ま
う
現
状

が
あ
る
と
の
声
を
聞
く
。

　

①
町
は
現
状
を
ど
う
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　

②
活
動
の
不
便
さ
に
ど
う
応

え
て
い
く
の
か
。

　

③
住
民
活
動
を
十
分
に
保
障

で
き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
現

状
を
考
え
、
一
刻
も
早
い
公
民

館
建
設
を
求
め
る
が
町
の
考
え

は
。

　

町
長　

①
旧
公
民
館
を
ご
利

用
い
た
だ
い
た
方
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た

が
、
移
転
先
の
公
民
館
や
町
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
利
用
で
活

動
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

③
財
政
状
況
が
好
転
次
第
、

公
民
館
建
て
替
え
を
第
一
に
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
次
長　

②
移
転
先
の
公

民
館
が
使
い
づ
ら
い
時
は
、
ご

相
談
に
乗
り
な
が
ら
別
の
施
設

を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
虐
待
の
背
景
に
は
、

核
家
族
化
や
一
人
親
家
庭
の
増

加
、
生
活
困
窮
な
ど
多
く
の
要

因
が
絡
み
合
い
連
鎖
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
は
虐
待
防
止

法
が
独
立
法
と
し
て
制
定
さ

れ
、
親
の
同
意
に
か
か
わ
り
な

く
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た

め
、
町
が
積
極
的
に
介
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
の
集
計
で
は
、
全
国
の
児

童
相
談
所
が
受
け
た
虐
待
件
数

は
四
万
四
千
件
を
超
え
、
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
子
ど
も
を

守
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

　

①
取
り
組
み
と
方
向
性
は
。

　

②
相
談
窓
口
と
相
談
件
数
は
。

　

③
乳
幼
児
・
学
齢
児
の
虐
待

の
早
期
発
見
と
そ
の
対
応
は
。

　

④
小
・
中
学
校
の
不
登
校
児

は
何
人
か
。
虐
待
の
要
因
は
な

い
か
。
ま
た
対
応
に
つ
い
て
。

　

⑤
子
育
て
の
た
め
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
は
。

　

町
長　

①
平
成
十
七
年
に
十

三
の
関
係
機
関
を
構
成
員
と
し

た
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
を
設
立
し
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
早

期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
担
当
参
事

　

②
虐
待
相
談
の
受
理
件
数
は
、

二
十
八
件
、
そ
の
う
ち
乳
幼
児

の
相
談
が
全
体
の
七
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

③
電
話
、
健
診
、
幼
稚
園
、

保
育
園
等
の
情
報
を
基
に
協
議

会
を
開
き
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

⑤
民
生
児
童
委
員
、
相
談
員

等
と
連
携
を
図
り
対
応
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

教
育
長　

④
小
学
生
で
十
一

名
、
中
学
生
で
六
十
八
名
で
す
。

中
に
は
虐
待
が
影
響
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
対
応
は
、
家

庭
訪
問
、
養
護
教
諭
等
の
助
言
、

小
児
精
神
科
医
や
心
理
士
の
派

遣
な
ど
、
で
き
る
限
り
手
厚
く

ケ
ア
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

学
校
プ
ー
ル
開
放
は
　

　
監
視
員
の
見
守
り
を

　

今
夏
は
、
町
営
プ
ー
ル
の
期

間
縮
小
や
老
朽
化
に
よ
り
室
内

プ
ー
ル
が
休
止
さ
れ
た
。
さ
ら

に
学
校
プ
ー
ル
開
放
は
、
七
日

間
か
ら
五
日
間
に
縮
小
さ
れ
、

午
前
中
の
み
の
開
放
で
あ
っ
た
。

　

学
校
プ
ー
ル
開
放
の
縮
小
経

緯
は
。
ま
た
、
茅
ヶ
崎
市
の
よ

う
に
町
民
に
開
放
で
き
な
い
か
。

　

教
育
長　

従
前
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
で
開
放
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

厳
し
い
財
政
の
中
、
措
置
が
困

難
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
教

員
が
監
視
業
務
を
行
い
、

開
放
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
町
内
に
は
、
町

の
中
央
に
町
営
プ
ー
ル

が
あ
り
、
学
校
プ
ー
ル

は
教
育
目
的
に
開
放
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。
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急
げ
建
築
物
の
高
さ
規
制　
　

村
　
田
　
桂
　
子
　
議
員

新
駅
誘
致
が
停
滞
し
て
い
る

全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
し

早
乙
女
　
昭
　
議
員

　

さ
が
み
縦
貫
道
路
開
通
を
目

前
に
し
て
、
建
築
物
の
高
さ
規

制
を
し
な
い
と
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ

ッ
シ
ュ
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

①
町
も
そ
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
認
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
が
、
そ
の
結
果
は
ど
う
か
。

　

②
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う

な
手
続
き
で
高
さ
規
制
を
実
施

す
る
の
か
。
手
遅
れ
に
な
ら
な

い
よ
う
、
迅
速
な
取
り
組
み
を

求
め
る
が
。

　

③
ビ
ル
タ
ワ
ー
の
建
設
が
持

ち
上
が
っ
た
三
浦
市
で
は
、
住

民
が
高
さ
規
制
の
計
画
を
立
て

住
民
の
五
十
分
の
一
以
上
の
賛

成
を
得
て
行
政
に
提
案
し
、
公

的
な
会
議
に
諮
ら
れ
規
制
が
実

現
す
る
と
い
う
成
果
が
出
た
。

町
で
も
町
民
の
提
案
に
つ
い
て

実
効
性
を
も
た
せ
る
ル
ー
ル
作

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

町
長　

②
建
築
物
の
高
さ
規

制
に
つ
い
て
は
、
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
や
各
種

関
係
団
体
な
ど
と
十
分
調
整
を

し
、
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

③
今
後
も
、
町
民
の
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
自
治
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

①
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
ル
ー
ル
は
必
要

で
あ
る
」
と
回
答
さ
れ
た
方
も

含
む
と
八
三
・
九
％
の
方
が
必

要
と
回
答
し
て
お
り
ま
す
。

　

②
今
年
度
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
基
に
、
高
度
地
区
を
指

定
す
る
た
め
の
用
途
や
規
制
す

る
高
さ
な
ど
に
つ
い
て
の
素
案

を
作
成
す
る
た
め
、
庁
内
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
都
市
計

画
法
上
の
手
続
き
を
と
る
と
、

実
施
に
は
、
二
年
か
ら
三
年
は

か
か
る
と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

③
利
用
度
な
ど
様
々
な
面
で

慎
重
に
調
査
研
究
い
た
し
ま
す
。

地
元
業
者
の
　
　
　
　

　
　
仕
事
の
確
保
を
　

　

大
変
な
建
設
不
況
の
中
で
、

建
設
関
係
は
深
刻
な
経
営
難
に

陥
り
休
廃
業
が
後
を
絶
た
な
い
。

こ
こ
を
打
開
す
る
た
め
に
、
行

政
の
財
力
と
権
限
を
活
か
し
、

地
元
業
者
の
仕
事
を
確
保
す
る

た
め
に
、
仕
事
興
し
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

各
地
で
そ
の
効
果
が
実
証
さ
れ

て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
実
施
を
求
め
る
が
。

　

町
長　

地
域
経
済
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

助
成
へ
の
財
源
措
置
や
業
者
が

建
築
施
工
関
連
業
者
に
特
定
さ

れ
る
た
め
、
公
正
・
公
平
さ
に

疑
問
が
残
り
ま
す
が
、
仕
事
興

し
と
い
う
観
点
か
ら
調
査
研
究

を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

新
幹
線
新
駅
誘
致
が
寒
川

町
倉
見
地
区
に
決
定
し
た
の

は
、
平
成
九
年
で
あ
る
。
し
か

し
、
十
三
年
も
経
過
し
た
現
在

も
、
新
駅
実
現
が
何
時
に
な
る

の
か
全
く
見
え
て
こ
な
い
。
新

駅
実
現
に
向
け
、
町
に
と
って
最

も
重
要
な
総
合
計
画
さ
え
見
直

し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
進
展

が
見
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
そ

こ
で
、
次
の
点
に
つい
て
伺
う
。

　

①
当
町
に
と
っ
て
最
も
重
要

な
事
業
で
あ
る
と
思
う
が
、
町

は
こ
の
重
要
性
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

②
町
の
取
り
組
み
状
況
を
見

て
い
る
と
、
本
気
な
の
は
担
当

課
だ
け
の
よ
う
に
思
え
る
。
各

部
門
の
長
は
、
こ
の
事
業
の
課

題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
新

駅
誘
致
を
ど
う
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

　

③
こ
の
事
業
に
対
す
る
副
町

長
、
町
長
の
決
意
は
ど
う
か
。

　

町
長　

①
③
企
業
誘
致
に
よ

る
雇
用
創
出
、
地
域
活
性
化
な

ど
、
町
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い

極
め
て
重
要
な
施
策
と
認
識
し

て
お
り
、
着
実
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

副
町
長　

③
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
、
全
庁
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
企
画
政
策
部
長　

②
税
収
確

保
の
一
策
と
し
て
非
常
に
重
要

な
事
業
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

②
事
業
の
進
捗

の
中
で
、
増
員
等
人
的
配
置
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
環
境
部
長　

②
農
地
の

問
題
な
ど
農
家
と
の
調
整
が
必

要
と
な
り
、
情
報
共
有
を
図
り

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

②
地
域
の

熟
度
を
上
げ
な
が
ら
、
市
街
化

編
入
に
向
け
、
条
件
を
整
え
て

い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

拠
点
整
備
担
当
参
事　

②
今

後
は
地
権
者
説
明
会
や
小
さ
な

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
話
し
合
い
、

個
々
の
意
見
聴
取
な
ど
具
体
的

に
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

高
齢
者
の
存
否
確
認
　

　
体
制
整
備
に
問
題
は

　

最
近
の
報
道
で
、
高
齢
者
の

存
否
確
認
が
で
き
て
い
な
い
例

が
数
多
く
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

①
町
の
実
態
は
。
ま
た
存
否

確
認
の
た
め
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　

②
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

用
は
。

　

町
長　

①
百
歳
以
上
は
十
名

で
、
介
護
保
険
事
業
の
中
で
確

認
し
て
い
ま
す
。
存
否
は
、
町

独
自
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
中

で
、
確
認
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
担
当
参
事

　

①
②
高
齢
者
全
員
の
確
認
体

制
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
セ
ン

タ
ー
の
活
用
や
体
制
も
含
め
、

今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

寒川の街並み

倉見地内
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目
久
尻
川
護
岸
整
備

宮
山
上
合
地
区
の
不
安
解
消
を

斎
　
藤
　
恒
　
雄
　
議
員

二
十
三
自
主
防
災
組
織
の

地
域
差
を
な
く
し
向
上
を

関
　
口
　
光
　
男
　
議
員

　

当
町
は
、
相
模
川
を
は
じ
め
、

目
久
尻
川
、
小
出
川
の
一
級
河

川
に
挟
ま
れ
る
よ
う
に
市
街
地

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、

地
元
が
不
安
を
示
す
目
久
尻
川

の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

　

①
目
久
尻
川
左
岸
の
宮
山
大

橋
上
流
部
約
八
十
㍍
に
計
画
し

て
い
る
野
鳥
観
察
の
森
は
、
現

在
未
整
備
で
あ
り
、
地
元
の
宮

山
上
合
地
区
で
は
、
氾
濫
に
よ

る
水
害
等
を
危
惧
し
て
い
る
。

護
岸
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　

②
平
成
二
十
年
十
月
に
開
催

さ
れ
た
、
旧
目
久
尻
川
の
整
備

に
お
け
る
経
過
及
び
防
災
対
策

説
明
会
で
の
地
元
要
望
と
そ
の

対
応
は
。

　

③
目
久
尻
川
の
除
草
の
現
状

と
今
後
の
対
処
は
。

　

④
目
久
尻
川
ふ
る
さ
と
の
川

整
備
事
業
は
、
国
の
指
定
か
ら

約
二
十
年
が
経
過
し
た
が
、
そ

の
多
く
は
未
整
備
で
あ
る
。
一

日
も
早
い
整
備
が
望
ま
れ
る
が
、

町
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
町
で
は
、
目
久
尻

川
堤
内
地
等
を
利
用
し
親
水
護

岸
や
野
鳥
観
察
の
森
等
の
整
備

を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

多
く
の
箇
所
が
未
整
備
で
す
。

　

河
川
管
理
者
の
県
か
ら
、
町

内
の
目
久
尻
川
護
岸
整
備
は
完

了
し
て
お
り
、
水
害
の
恐
れ
は

な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　

④
今
後
、
事
業
の
推
進
に
向

け
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

都
市
建
設
部
長　

②
「
堤
防

の
安
全
確
保
を
」
や
「
両
岸
の

堤
防
高
の
差
を
解
消
し
て
ほ
し

い
」
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
水
害
の
心
配
は
な
い

状
況
で
す
が
、
な
お
も
不
安
と

の
声
も
あ
り
、
土
の
う
等
に
よ

る
整
備
の
可
能
性
に
つ
い
て
県

と
協
議
を
し
た
い
と
考
え
ま
す

　

③
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

徐
草
等
は
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
職
員
で
、
で
き
る
限
り
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
同
様
に
対

応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

一
之
宮
・
小
谷
地
区
の
　

　
　
　
道
路
冠
水
対
策
は

　

町
内
の
道
路
冠
水
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
も
一
般
質
問
を
行

っ
た
が
、
一
之
宮
地
区
及
び
小

谷
地
区
の
道
路
冠
水
対
策
に
つ

い
て
、
対
応
状
況
は
。

　

都
市
建
設
部
長　

町
道

田
端
小
動
九
号
線
、
一
之

宮
一
丁
目
の
道
路
冠
水
は
、

本
年
二
月
に
工
事
を
実
施

し
、
そ
の
後
冠
水
の
報
告

は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
小
谷
地
区
の
町
道
岡

田
六
五
号
線
は
、
昨
年
度

設
計
委
託
を
行
い
、
二
十

四
年
度
か
ら
整
備
を
行
う

計
画
で
す
。

　

地
域
防
災
計
画
は
、
災
害
全

般
に
関
し
そ
の
責
務
を
明
確
に

示
し
た
計
画
で
あ
る
。
計
画
と

地
域
の
実
態
に
隔
た
り
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
の
視
点
に
た

ち
、
町
長
の
考
え
を
問
う
。

　

①
地
域
自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て
、
地
域
の
認
識
は
。
ま
た
、

町
内
に
は
二
十
三
の
自
治
会
が

あ
り
、
地
域
間
で
そ
の
取
り
組

み
の
差
が
生
じ
て
い
る
と
感
じ

る
。
ま
た
、
取
り
組
み
と
同
様

に
備
蓄
品
に
つ
い
て
も
差
が
生

じ
て
い
る
が
、
町
の
認
識
は
。

　

②
体
制
や
備
蓄
資
材
の
地
域

間
の
差
の
解
消
に
向
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
会
ご
と
に
、
災

害
時
を
想
定
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
課
題
の
把
握

や
解
決
策
を
模
索
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解

は
。

　

③
「
自
ら
の
身
は
自
ら
守
る
。

皆
の
地
域
は
皆
で
守
る
」
町
民

の
責
務
に
つ
い
て
、
そ
の
意
識

を
育
成
す
る
こ
と
は
行
政
の
仕

事
で
あ
る
と
考
え
る
。
町
民
の

責
務
を
育
成
す
る
た
め
、
啓
発

用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、
各
戸
配

布
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　

町
長　

①
自
治
会
単
位
で
自

主
防
災
組
織
を
構
成
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
加
入
世
帯
数
や
予

算
規
模
等
が
異
な
り
、
体
制
整

備
や
備
蓄
等
に
差
が
生
じ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
組
織
が
十
分
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
自
主
防
災
組

織
運
営
費
等
交
付
金
の
交
付

や
総
合
防
災
訓
練
へ
の

参
加
、
組
織
単
位
の
訓

練
の
実
施
を
呼
び
か
け
、

組
織
の
均
衡
化
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
後
は
さ

ら
に
、
組
織
の
規
模
や

特
性
に
配
慮
し
た
、
よ

り
実
践
的
で
効
果
的
な

訓
練
や
財
政
支
援
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

③
映
像
に
よ
る
防
災

目久尻川（宮山地内）

意
識
の
啓
発
は
、
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
全
戸
配
布
と
ま
で

は
い
か
な
く
て
も
、
訓
練
や
会

議
等
で
活
用
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
検
討
い
た
し
ま

す
。

　

総
務
部
長　

①
自
主
防
災
組

織
の
育
成
や
必
要
性
に
関
し
、

再
度
Ｐ
Ｒ
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

②
課
題
の
把
握
に
向
け
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

消
防
本
部
と
も
協
議
し
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

消
防
長　

②
③
責
務
の
啓
発

は
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

現
状
の
把
握
と
さ
ら
な
る
啓
発

を
行
い
、
対
応
す
る
必
要
は
あ

る
と
考
え
ま
す
。

地域の取り組み
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審議した議案と結果（第３回定例会）

寒川町議会第４回定例会日程
月日（曜） 開始時間 内　　容

11月30日（火） ９：00 本会議
12月２日（木） ９：00 本会議
12月３日（金） ９：00 総務常任委員会
12月６日（月） ９：00 文教福祉常任委員会
12月７日（火） ９：00 建設経済常任委員会

12月８日（水）
９：00 寒川駅周辺整備対策特別委員会
13：15 東海道新幹線新駅対策特別委員会

12月13日（月）
９：00 本会議（一般質問）

12月14日（火）

12月16日（木） 10：00 本会議
（都合により、日程を変更する場合があります。）

議案番号 件　　　　　　　　名 結　　果

報第３号 平成21年度寒川町継続費精算報告書
報第４号 専決処分の報告について
報第５号 専決処分の報告について
議第49号 教育委員会委員の任命について 同　　意
議第50号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適　　任
議第51号 寒川町火災予防条例の一部改正について 原案可決（全員）
議第52号 小谷宮山29号線歩道設置工事請負契約の締結について 原案可決（全員）
議第53号 神奈川県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決（多数）
議第54号 平成22年度寒川町一般会計補正予算(第2号) 原案可決（多数）
議第55号 平成22年度寒川町国民健康保健事業特別会計補正予算(第1号) 原案可決（多数）
議第56号 平成22年度寒川町老人保健事業特別会計補正予算(第1号) 原案可決（多数）
議第57号 平成22年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計補正予算(第1号) 原案可決（多数）
議第58号 平成22年度寒川町下水道事業特別会計補正予算(第1号) 原案可決（多数）
議第59号 平成22年度寒川町介護保険事業特別会計補正予算(第1号） 原案可決（多数）
議第60号 平成21年度寒川町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第61号 平成21年度寒川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第62号 平成21年度寒川町老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全員）
議第63号 平成21年度寒川町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第64号 平成21年度寒川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第65号 平成21年度寒川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（多数）
議第66号 平成21年度寒川町（仮称）健康福祉総合センター用地取得事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全員）
議第67号 寒川町手数料条例の一部改正について 原案可決（全員）
意第11号 比例代表（議員）の定数削減に反対する意見書の提出について 否　　決
意第12号 地デジ完全移行の延期を求める意見書の提出について 否　　決
意第13号 永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出について 原案可決（多数）
陳第４号 コミュニティバスの改善を求める陳情 継続審査
陳第５号 永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する意見書の提出を求める陳情 採　　択
陳第６号 憲法違反の外国人参政権による選挙を実施しないことに関する陳情 継続審査
陳第７号 国に「私学助成予算の削減に反対し、増額を要望する意見書」の提出を求める陳情 継続審査

陳第８号 神奈川県に「私立学校経常費補助の増額と私立高等学校等生徒学費補助金および神奈川県私立学校
学費緊急支援補助金の対象世帯の拡大、補助額の拡充を要望する意見書」の提出を求める陳情 継続審査

（議案番号欄　報：報告　議：議案　意：意見書案　陳：陳情）

http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/about/gikai/index.html
e-mail：m-gikai@town.samukawa.kanagawa.jp

ホームページは「寒川町議会」で検索できます。

○傍聴はどなたでもできます。当日受付をしてください。
　　（委員会の傍聴は、委員長の許可が必要です。）
寒川町議会のホームページにも、会期の日程や議会の傍聴
のしかた、請願や陳情の手続き、議員名簿などを掲載して
います。
なお、不明な点については議会事務局へお問い合わせくだ
さい。

議会事務局 総務担当 ℡ 0467-74-1111 内線 341・342


